
高知県　防災関連産業分野における地域産業クラスター計画の概要

３．目指す姿（目標） ４．勝ち筋 ５．政策手段

（１）

１．産業領域
防災関連認定製品を核とする防災産業領域
防災関連製品製造業（防災関連工事業、生産用機械器具製造業、
金属製品製造業、パルプ・紙・紙加工品製造業、食料品製造業　等）

２．対象エリア
高知市、室戸市、南国市、土佐市、須崎市、香南市、田野町、いの町、
日高村、黒潮町ほか国道55、56号沿線地域

（１）

・新技術（AI等）を活用した製品開発の
促進や、増加する防災需要に対応するため
のさらなる生産能力の拡大
・工場の拡張等に向けた工業団地の整備、
輸送路の高度化

・地域未来交付金等を活用し、牽引役・　
サプライヤー企業、小規模事業者等を対象
に、製品開発から販売までを一貫支援
・工業団地の開発、四国8の字ネットワーク 
や港湾防護といった基盤整備に加え、人　
材の育成・確保を推進（在職者訓練、外国人材受入等）

　

目指すべき目標
（令和15年度までに以下を達成）
・官民設備投資額　　　約400億円(累積)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   60億円(単年)

・付加価値増加額※ 73億円
 　 (基準(R7)69億円→（R15）142億円)

・産業人材育成数※ 990人
 ※県立高等技術学校における防災関連分野の在職者
　 訓練数

❶「縦のクラスター」の磨き上げ(土木技術等)
 ・ニッチトップ企業を牽引役とした産業集積の高度化

　無騒音・無振動で杭の施工ができる「圧入技術」や、
下水道管の洗浄等ができる「強力吸引作業車」など、
世界で戦える製品・技術を有するニッチトップ企業及び
そのサプライヤー企業が成長

❷「面的クラスター」の磨き上げ(多様な製品群)
・小規模事業者も含めた防災関連企業全体の底上げ
　多様な製品開発の促進、販路開拓等により、防災関
連企業の底上げを図り、防災＝高知のブランドを確立

①開発 ②生産 ③販売
・製品開発、生産能力向上、省力
化等を促す補助制度の創設

・公設試の支援体制の強化

・防災Coの配置
・東南アジア圏への
アプローチ強化

　製品開発から販売までを一貫支援し、防災関連産業群の創出を目指す

④①～③を支えるプラットフォーム
防災関連産業交流会　

・「防災関連製品認定制度*」の運用、認知度向上
　＊県内企業100社220製品を認定(R8.3)

・最新の知見の収集、ニーズ・シーズマッチング等を実施

会員273名(R8.3)

・公共土木施設等の整備、人材の育成・確保

防
災
関
連
産
業
群
の
創
出

　ニッチトップ企業を牽
引役とした産業集積
の高度化

　小規模事業者も含
めた防災関連企業　
全体の底上げ

❶縦のクラスター

❷面的クラスター

基盤

・ 防災関連産業における全国有数の企業集積地
・ 官民連携プラットフォームや県認定制度等の構築で、
　防災関連認定製品の売上げが飛躍的に増加。
　本県の経済成長を力強く牽引

特
定
理
由

【投資促進に向けた課題】

【講じるべき政策パッケージ】

【基本戦略】【目指す姿】
『防災関連産業＝高知県』のブランドを確
立。防災関連産業が本県経済を支える柱
に成長。

・本県の強みは、幾多の自然災害を経験し
培われてきた防災関係の土木技術の集積
・ニッチトップ企業が牽引役となり、国内・海
外の防災市場を勝ち抜く
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地域産業クラスター(防災関連産業)の形成に向けた取組（R8.10工業振興課）

１．これまでの取組と成果
〇防災関連産業の振興に向けて、H24に「防災関連産業交流会」を立
ち上げ、「防災関連製品認定制度」を創設

〇セミナー開催や製品開発補助、産業振興センター外商Coによる認定製
品の販路開拓等を実施してきた結果、下記の成果を実現

Phase１ 交流の強化 Phase２ 開発の強化

Phase４ 販売の強化 Phase３ 生産の強化

〇市町村、大学、企業、自主防など、多様な主体が交流し、
　情報共有、連携・協働を推進するプラットフォームの構築

　例①防災関連産業交流会の大幅拡充
　　　　・現場ニーズの発掘→解決できる企業・大学等の募集→マッチング
　　　　　→開発にチャレンジ　　ができる事業を検討

〇さらなる成長に向けた課題
 　Ⅰ 市場のニーズに即した新製品の継続的開発　Ⅱ 受注増に向けた生産能力向上・サプライチェーンの強靭化　Ⅲ 国内外へのさらなる販路拡大
⇒　「交流」「開発」「生産」「販売」のフェーズごとの取組を強化。官民連携により、トップ企業から小規模事業者も含めた防災関連企業全体の成長を目指す

〇補助制度の拡充等による製品開発の促進　

例①防災関連製品・技術の開発や改良を促す補助制度
　 ②公設試験研究機関における研究開発
　　  　 ・長期保存できる紙製品の開発支援　等
   ③産業振興センターによる事業戦略等の策定・実行支援

〇補助制度の拡充等による安定的な製品製造体制の構築 

例①生産能力向上、サプライチェーンの強靱化等に向けた設備投資を促す
　　補助制度

 　②産業振興センターによる事業戦略等の策定・実行支援（再掲）
 　③不足する工業団地の迅速な開発に向けた取組（調整中）

〇産業振興センター等による国内外への外商支援の充実

例①産業振興センターによる販路開拓支援
    　・県外見本市への高知県ブースの出展、県外でのミニ展示会の開催　等
　 ②特に防災ニーズの高い東南アジアへのアプローチ
　　　・海外現地サポートデスクの継続(タイ、ベトナム、フィリピン、インドネシア)　　等

２．今後の戦略
⑴目指す姿(ビジョン)及びKPI
・「防災関連産業＝高知県」のブランド確立。同産業が本県経済を支える柱に成長
・KPI  交流会会員数　　　R7:273→R9:290→R15:350者
　　　　  認定製品数       　R7:220→R9:240→R15:330製品
　　　　　認定製品売上高 　R7:194→R9:300→R15:400億円

⑵基本戦略＝下記①②の実現に向けた官民連携の仕組みを構築
　①本県の強みは、幾多の自然災害を経験して培われてきた防災土木技術の集積。
　 　同分野のトップ企業を牽引役に関連産業の成長(縦のクラスターの磨き上げ)
　②小規模事業者も含めた防災関連企業全体の底上げによる多様な製品群の創出

(面的クラスターの磨き上げ)

①交流会会員数:273者(R8.9)
②認定製品数:100者、226製品(同上)
③認定製品売上高:194億円(R7)
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（単位:億円） 認定製品売上髙の推移

・防災関連産業のさらなる振興に向けて、県では、国の地域未来戦略に基づく
「地域産業クラスター計画」を策定（R8.9国の認定済み）。

　→計画実行に当たっては、地域未来交付金等国の支援策を最大限活用

3．課題と政策手段
・現在、部内検討中の案。今後庁内調整→R9当初予算案の編成→県議会での審議　を経て事業化されるものであり変更があり得るため、取扱いには留意してください。

課題Ⅰへの対応 課題Ⅰへの対応

課題Ⅱへの対応課題Ⅲへの対応
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　高知県では、南海トラフ地震への備えと連動させた防災関連産業の振興を

図る取り組みを進めています。その一環として、メイドイン高知の防災関連製

品を多くの方に知っていただくとともに、より現場のニーズに即した製品開発に

つなげていくため、「高知県防災関連産業交流会」を開催しています。

　　　　

　交流の場として、積極的なご参加をお待ちしています！
　（自治体の皆さまの参加も大歓迎です）
　○ 場所：土佐将軍　魁宴-KAIEN-
　　　　　（高知市帯屋町２丁目4-12　ユニオン帯屋町2F）
　○ 会費：5,000円（当日集金）

【懇親会】
18:00～

【開催日時】令和８年11月16日（月）13：30～16：30

【開催場所】高知県工業技術センター　２階　研修室　(高知市布師田3992-3)

【申込方法】高知県電子申請サービス（右記の二次元コード）又は

　　　　　　裏面の参加申込書にご記入のうえ、メールもしくはFAXにて

　　　　　　お申し込み下さい。（締切：令和８年11月５日（木）17時）

【第一部】
13:30～13:50

『能登半島地震及び熊本地震の教訓を踏まえた防災製品のニーズについて』
　　講師：高知県南海トラフ地震対策課長　伊藤　孝　
　　　　　防災関連製品の開発や改良に役立つヒントにしていただけるよう、被災地で実
　　　　　際に求められた製品や現場の課題について紹介します。

『高知市における防災対策とその課題解決に向けた提案』
　　講師：高知市防災政策課長　山中　晶一　氏
　　　　　高知市の防災対策やその課題解決に向けた取り組み、必要とする防災製品等に
　　　　　ついてご講演いただきます。

『防災関連産業分野における地域産業クラスターの取組について』
　　講師：高知県工業振興課長　津口　和慶　
　　　　　防災関連産業クラスター形成の取組や今後の展望を紹介します。

『防災製品に関する市町村ニーズ調査に関する報告』
　　　　　本年度実施した、上記調査結果について県工業振興課より報告します。

『高知県防災関連登録製品　展示コーナー見学・情報交換』
　　　　　製品の展示見学や出展者との情報交換を通じて、防災に関する技術や活用事例
　　　　　に触れていただきます。

プログラム

13:50～14:25

【第二部】
14:35～15:15

【第三部】
15:25～16:30

市町村の防災担当者様

防災製品等の開発、販売を
されている事業者の皆様

自主防災組織の皆様

防災産業に関心がある皆様

☑被災地や県内市町村における防災製品のニーズを紹介。

☑会場内に防災関連製品展示コーナーを設置。

　 メイドイン高知の防災製品を実際に見て、直接相談できます。

ポ
イ
ン
ト
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※お申し込みに際し、ご提供いただきました個人情報につきましては、「高知県個人情報保護条例」を遵守いたします。
※セミナー内で使用する資料・電子ファイルの無断転用は、禁じさせていただきますのでご了承ください。

【注意事項】 
　懇親会参加の申込み後、キャンセルをされる場合は、11/13（金）17時までにご連絡ください。 　  
  当日は、キャンセル料が発生しますのでご注意ください。 

【申込み先（問合せ先）】 
　高知県商工労働部工業振興課ものづくり支援担当　岡西・岡本 
　TEL：088-823-9724 
　FAX：088-823-9261 
　E-mail：150501@ken.pref.kochi.lg.jp 

申込書

申込締切：11／５（木）17時まで

企業（団体）名 部署・役職 参加者氏名 メールアドレス※

懇親会
参加有無
（会費５千円）

※ ○・×を
記載してください。

【メールでのお申し込み】
下記へ必要事項をご記入のうえ、メールに添付いただく、又は必要事項をメール本文へ記載のうえ、
下記アドレスへ送信ください。　

(E-mail) 150501@ken.pref.kochi.lg.jp

【高知県電子申請サービスでのお申し込み】
https://apply.e-tumo.jp/pref-kochi-u/offer/offerList_detail?tempSeq=22393

電子申請
二次元コード　

【ＦＡＸでのお申し込み】
下記にご記入のうえ、お送りください。

高知県工業振興課　岡西・岡本　行
（FAX）  088-823-9261
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